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国
こくさいこう

際交流
りゅう

とは国
くに

の枠
わく

を超
こ

えた人
ひと

と人
ひと

、組
そ

織
しき

と組
そ

織
しき

、文
ぶん

化
か

と文
ぶん

化
か

の交
こう

流
りゅう

を意
い み

味するものと考
かんが

えています。それは他
た

国
こく

の文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶことばかりではなく、他
た

国
こく

を知
し

って自
じ

国
こく

を見
み

直
なお

してみることでもあると考
かんが

えます。それ故
ゆえ

に他
た

国
こく

の文
ぶん

化
か

も自
じ

国
こく

の文
ぶん

化
か

も今
いま

に至
いた

った歴
れき

史
し

、その文
ぶん

化
か

を育
そだ

てた国
こくみんせい

民性、地
ち

域
いき

性
せい

を感
かん

じ取
と

り、そして学
まな

ぶことが大
たいせつ

切であると思
おも

っ

ています。他
た

国
こく

へ行
い

ってその文
ぶん

化
か

と自
じ

国
こく

の文
ぶん

化
か

とのつながりを感
かん

じたときには大
おお

きな感
かんどう

動を覚
おぼ

えます。たとえそれが

良
よ

いことでも悪
わる

いことでも感
かんどう

動します。これが国
こくさいこう

際交流
りゅう

の原
げんてん

点ではないでしょうか。

他
た

国
こく

の文
ぶん

化
か

を感
かん

じ取
と

ること、それはまず「衣
い

、食
しょく

、住
じゅう

」に始
はじ

まります。これは何
なに

も調
しら

べる必
ひつよう

要がありません。ただ

自
じ

国
こく

との違
ちが

いを感
かん

じ取
と

ればよいのですから。あれは私
わたし

にとってはじめての外
がいこくたいけん

国体験となるのマレーシアに行
い

ったとき

です。成
なり

田
た

から直
ちょっこう

行で 7時
じ

間
かん

あまり、クアラルンプール上
じょう

空
くう

で着
ちゃく

陸
りく

態
たいせい

勢に入
はい

ったとき、眼
がん

下
か

に広
ひろ

がる広
こうだい

大なパーム椰
や

子
し

のプラントを見
み

てはじめて異
い

国
こく

を感
かん

じました。そして空
くうこう

港に降
お

り立
た

ったとき、マレー系
けい

、中
ちゅう

国
ごく

系
けい

、インド系
けい

と思
おも

わ

れる空
くうこう

港職
しょく

員
いん

の方
かたがた

々を見
み

たときには多
た

民
みんぞく

族国
こっ

家
か

マレーシアを感
かん

じました。その後
ご

、マレーシア農
のう

科
か

大
だいがく

学（現
げん

マレーシ

アプトラ大
だいがく

学）海
かいようがく

洋学部
ぶ

の拡
かく

充
じゅう

プロジェクトに参
さんかく

画させていただきました 2ヶ
か

月
げつかん

間、様
さまざま

々な体
たいけん

験をしました。大
だいがく

学の

中
なか

のゲストハウスに居
きょ

を構
かま

え、毎
まいあさ

朝キャンティーンという学
がくせい

生食
しょく

堂
どう

で食
た

べたインド系
けい

料
りょう

理
り

のロッティチャナイとテタ

リはこくのあるカレールーにコンデンスミルク入
い

り紅
こうちゃ

茶の組
く

み合
あ

わせで、眠
ねむ

い目
め

を覚
さ

まさせるだけではなく、脳
のう

に糖
とう

分
ぶん

を補
ほ

給
きゅう

する朝
ちょう

食
しょく

として鮮
せんれつ

烈な記
き

憶
おく

に残
のこ

っています。昼
ちゅうしょく

食はマレー系
けい

のナシアヤムやナシゴレン、あるいはミーゴレ

ン。いわゆる焼
や

きめし、焼
や

きそばですが、様
さまざま

々な香
こうしん

辛料
りょう

が日
に

本
ほん

とは異
こと

なり暑
あつ

いマレーシアならではの味
あじ

でした。夕
ゆう

食
しょく

はよく街
まち

に出
で

て店
みせ

の前
まえ

に広
ひろ

げられた野
や

外
がい

のテーブルで中
ちゅう

華
か

料
りょう

理
り

を食
た

べました。しかも一
ひと

つのストリートが全
ぜん

部
ぶ

中
ちゅう

華
か

料
りょう

理
り

店
てん

というところでした。しかし、看
かんばん

板を見
み

ると、広
かんとん

東、四
し

川
せん

、福
ふっけん

建、・・・など中
ちゅう

国
ごく

各
かく

地
ち

の名
めい

称
しょう

が書
か

いてありました。

屋
や

台
たい

に並
なら

ぶ肉
にくるい

類、野
や

菜
さいるい

類、魚
ぎょかいるい

介類は日
に

本
ほん

では見
み

られないものばかりでした。パサマラム（ナイトマーケット）にも行
い

きました。高
たかゆかしき

床式のマレー人
じん

のお宅
たく

（カンポンハウス）にも伺
うかが

いました。とにもかくにも見
み

るもの聞
き

くものすべてが

珍
めずら

しく、ただただ毎
まいにち

日を楽
たの

しく過
す

ごしていきました。

ある日
ひ

、中
ちゅう

国
ごく

系
けい

の人
ひと

とディスコに行
い

きました。日
に

本
ほん

と同
おな

じように若
わかもの

者が明
あか

るく踊
おど

っていました。そのときインド系
けい

の人
ひと

がインド系
けい

のディスコに行
い

こうというので行
い

ってみました。流
なが

れている曲
きょく

も踊
おど

りも全
まった

く違
ちが

い、妖
ようえん

艶なものでした。

それならばマレー系
けい

の人
ひと

はと尋
たず

ね、マレー系
けい

のディスコに行
い

ってみました。驚
おどろ

きました。余
あま

り踊
おど

っている人
ひと

も多
おお

くなく、

静
しず

かな印
いん

象
しょう

を受
う

けました。このとき「なぜ？」という疑
ぎ

問
もん

を持
も

ち、翌
よくじつ

日からガイドブックの歴
れき

史
し

の部
ぶ

分
ぶん

を読
よ

むように

国
こくさいこう

際交流
りゅう

委
い

員
いん

会
かい

委
い

員
いん

長
ちょう

　　木
き

　島
じま

　明
あき

　博
ひろ

食
た

べ物
もの

で感
かん

じる国
こくさい

際文
ぶん

化
か
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なりました。さらに他
た

民
みんぞく

族になった歴
れき

史
し

、宗
しゅう

教
きょう

、習
しゅうかん

慣、気
き

候
こう

、風
ふう

土
ど

、産
さんぎょう

業、教
きょういく

育などなど、多
た き

岐にわたり学
まな

ぶようになり、

マレーシアという国
くに

を深
ふか

く見
み

るようになりました。そしてはじめてマレーシアの人
ひと

たちの優
やさ

しさや暖
あたた

かさなど内
ないめん

面に

ふれることができたように感
かん

じました。それからというもの、学
がくせい

生さんや教
きょう

員
いん

のみなさんとキャンティーンで遠
えんりょ

慮な

く食
しょく

事
じ

をし、いろいろな話
はなし

をするようになりました。

国
こくさいこう

際交流
りゅう

は無
む り

理に勉
べん

強
きょう

するものではないようです。留
りゅう

学
がくせい

生のみなさんも日
に

本
ほん

を勉
べん

強
きょう

するのではなく、日
に

本
ほん

を感
かん

じ取
と

るところから始
はじ

めて下
くだ

さい。そして日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

に疑
ぎ

問
もん

を感
かん

じたときに調
しら

べて下
くだ

さい。きっと日
に

本
ほん

がわかると思
おも

います。

日
に

本
ほんじん

人が理
り

解
かい

できると思
おも

います。そして自
じ

国
こく

を見
み

直
なお

して下
くだ

さい。自
じ

国
こく

には自
じ

国
こく

の文
ぶん

化
か

があります。その文
ぶん

化
か

を大
たいせつ

切に

してこそ、日
に

本
ほん

をわかることだと思
おも

います。

衣
い

食
しょく

住
じゅう

とは農
のうがく

学の研
けん

究
きゅう

の基
き

本
ほん

です。衣
い

食
しょく

住
じゅう

の違
ちが

いこそが文
ぶん

化
か

の違
ちが

いを表
あらわ

しているのだと思
おも

います。農
のうがく

学は心
こころ

と心
こころ

の

国
こくさいこう

際交流
りゅう

の基
き

盤
ばん

となる学
がくもん

問だと考
かんが

えています。農
のうがく

学は生
せいかつ

活の基
き

盤
ばん

であるばかりではなく、人
ひと

と人
ひと

、国
くに

と国
くに

、心
こころ

と心
こころ

の

交
こう

流
りゅう

の基
き

本
ほん

だと確
かくしん

信しています。

事
じ
　　　項

こう

１．国
こく
　　　籍

せき
 ５．研

けん
究
きゅう
テーマ

２．年
ねん
　　　齢

れい
（08. 3. 1 現

げん
在
ざい
） ６．出

しゅっ
　身
しん
　校
こう

３．在
ざい
籍
せき

課
か

程
てい

 ７．趣
しゅ

味
み

・特
とく

技
ぎ

４．所
しょ

属
ぞく

分
ぶん

野
や

 ８．自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

留
りゅうりゅう

　学
がくがく

　生
せいせい

　紹
しょうしょう

　介
かいかい

昨
さくねんさくねん

年４月
がつがつ

・１０・１０月
がつがつ

に新
あたらあたら

しく１4しく１4名
めいめい

が新
あらたあらた

たにたに留
りゅうりゅう

学
がくがく

生
せいせい

としていらっしゃいましたのでごとしていらっしゃいましたのでご紹
しょうしょう

介
かいかい

します。します。

留
りゅう

　学
がく

　生
せい

　紹
しょう

　介
かい

昨
さくねん

年４月
がつ

・１０月
がつ

に新
あたら

しく１4名
めい

が新
あらた

たに留
りゅう

学
がく

生
せい

としていらっしゃいましたのでご紹
しょう

介
かい

します。

D
デッフィ

effi  A
アユ

yu P
プスピト

uspito S
サリ

ari
1.インドネシア

2. 25歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく

士
し

前
ぜん

期
き

課
か

程
てい

4.資
し

源
げん

政
せいさく

策学
がく

5.食
しょく

肉
にく

生
せいさん

産における食
しょく

品
ひん

トレーサビリティシステムに関
かん

する

研
けん

究
きゅう

6.ボゴール農
のう

業
ぎょう

大
だいがく

学

7.旅
りょこう

行、インドネシアの踊
おど

り

8.インドネシア出
しゅっ

身
しん

のデッフィと申
もう

します。昨
さく

年
ねん

の 4月
がつ

から

「ヒューマン・セキュリティと食
しょくりょう

糧・農
のう

業
ぎょう

プログラム」に在
ざい

籍
せき

しています。私
わたし

はもっと日
に

本
ほん

語
ご

を上
じょう

達
たつ

させて、たくさん

の日
に

本
ほん

人
じん

の友
ともだち

達が欲
ほ

しいです。もしインドネシアに旅
りょこう

行に

行
い

く時
とき

は私
わたし

にいろいろ聞
き

いて下
くだ

さい。宜
よろ

しくお願
ねが

いします。

V
ビサシン

ichasilp C
チャラントーン

haluntorn
1.タイ

2. 33歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく

士
し

後
こう

期
き

課
か

程
てい

4.機
き

能
のう

分
ぶん

子
し

解
かいせき

析学
がく

5. Unsaturated lipid and Vitamin E

6.カセサート大
だいがく

学

7.バドミントン・テニス

8.私
わたし

は日
に

本
ほん

へ来
く

る前
まえ

にタイのKasetsart大
だいがく

学で修
しゅう

士
し

号
ごう

を取
しゅとく

得し、

その後
ご

 Rajamangala大
だいがく

学で教
きょう

官
かん

として働
はたら

いていました。東
とう

北
ほくだいがく

大学で、食
しょく

糧
りょう

科
か

学
がく

の技
ぎ

術
じゅつ

について研
けん

究
きゅう

できることになり、

非
ひ

常
じょう

にうれしいです。私
わたし

の趣
しゅ

味
み

はテニスとバドミントンで

す。これから日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

をもっと学
まな

び、多
おお

くの友
ゆうじん

人を作
つく

り

たいです。

伍
ウ

　垪
ヤン

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 26歳
さい

3.大
だいがくいん

学院研
けん

究
きゅう

生
せい

4.経
けいえい

営情
じょう

報
ほう

学
がく

5.食
しょく

品
ひん

の安
あんぜんせい

全性を担
たん

保
ぽ

する政
せいさく

策制
せい

度
ど

の国
こくさい

際比
ひ

較
かく

に関
かん

する研
けん

究
きゅう

6.華
か

東
とう

理
り

工
こう

大
だいがく

学

7.映
えい

画
が

、旅
りょこう

行、卓
たっ

球
きゅう

8.日
に

本
ほん

に来
き

て自
じ

分
ぶん

の学
まな

びたい分
ぶん

野
や

の勉
べん

強
きょう

をすることができる

のは本
ほんとう

当に嬉
うれ

しいです。皆
みな

さん、梅
うめ

の香
かおり

漂
ただよ

うこの季
き

節
せつ

に、

自
じ

分
ぶん

の夢
ゆめ

に向
む

けて一
いっしょ

緒に頑
がん

張
ば

りましょう！
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巣
チャオ

　国
ゴオ

　正
ゼン

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 34歳
さい

3.大
だいがくいん

学院博
はく

士
し

後
こう

期
き

課
か

程
てい

研
けん

究
きゅう

生
せい

4.機
き

能
のう

形
けいたいがく

態学

5.骨
こっかくきん

格筋におけるセロトニン受
じゅようたい

容体の発
はっけんようしき

見様式とその機
き

能
のう

の

解
かいめい

明

6.中
ちゅう

国
ごく

農
のう

業
ぎょう

大
だいがく

学

7.音
おんがく

楽、読
どくしょ

書、インターネット

8. 初
はじ

めまして、巣
チャオ

国
ゴオ

正
ゼン

と申
もう

します。十
じゅう

月
がつ

の初
はじ

めに北
ぺき ん

京から仙
せん

台
だい

に参
まい

りました。今
いま

、大
だいがくいん

学院博
はく

士
し

後
こう

期
き

課
か

程
てい

の研
けん

究
きゅう

生
せい

です。

仙
せんだい

台はきれいで便
べん

利
り

で住
す

みやすいです。これから、いろい

ろな友
ともだち

達を作
つく

りたいです。どうぞ、宜
よろ

しくお願
ねが

いします。

呼
フ ゲ ジ

格吉●
レ

图
ト

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 24歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

研
けん

究
きゅう

生
せい

4.機
き

能
のう

分
ぶん

子
し

解
かいせきがく

析学

5.リピドミクス：LC-ns/nsによる生
せい

理
り

活
かっせい

性脂
し

質
しつ

の網
もう

羅
ら

的
てき

検
けん

出
しゅつ

・

定
てい

量
りょう

法
ほう

の開
かいはつ

発

6.中
ちゅう

国
ごく

内
うち

蒙
もう

古
こ

農
のう

業
ぎょう

大
だいがく

学

7.スポーツ（サッカー、ビリヤード等
など

）、音
おんがく

楽鑑
かん

賞
しょう

8.フゲジレトと申
もう

します。モンゴル民
みんぞく

族の中
ちゅう

国
ごく

人
じん

です。内
うち

蒙
もう

古
こ

農
のう

業
ぎょう

大
だいがく

学から来
き

ました。2007年
ねん

5月
がつ

に東
とうほくだいがく

北大学に参
まい

りま

した私
わたし

は日
に

本
ほん

の先
せんしん

進の科
か

学
がく

と技
ぎ

術
じゅつ

を勉
べん

強
きょう

しながら日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

と生
せいかつ

活を体
たいけん

験したいと思
おも

います。皆
みな

さん、これからも宜
よろ

しくお願
ねが

い致
いた

します。

周
シュウ

　涌
ユウ

　衛
エイ

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 32歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

研
けん

究
きゅう

生
せい

4.生
せいたい

体分
ぶん

子
し

機
き

能
のうがく

学

5.乳
にゅう

酸
さん

菌
きん

によるリパーゼ阻
そ

害
がい

性
せい

測
そくてい

定

6.福
ふっけん

建農
のう

業
ぎょう

大
だいがく

学

7.音
おんがくかん

楽鑑賞
しょう

、スポーツ

8.私
わたし

は中
ちゅう

国
ごく

福
ふっけん

建省
しょう

の出
しゅっ

身
しん

で、2年
ねんまえ

前に日
に

本
ほん

に来
き

ました。今
いま

、

生
せいたいぶん

体分子
し

機
き

能
のうがくけん

学研究
きゅう

室
しつ

に在
ざいせき

籍しています。人
ひと

の健
けんこう

康のため

の機
き

能
のう

食
しょく

品
ひん

に関
かん

する知
ち

識
しき

を学
まな

びたいと思
おも

っており、将
しょう

来
らい

、

その分
ぶん

野
や

における中
ちゅう

日
にち

交
こう

流
りゅう

を発
はってん

展させたいです。趣
しゅ

味
み

はス

ポーツ、特
とく

にサッカーですが、日
に

本
ほん

に来
き

てからはサッカー

をする機
き

会
かい

があまり無
な

くて残
ざんねん

念です。

南
ナム

　阮
ウォン

　植
シク

1.韓
かんこく

国

2. 27歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

研
けん

究
きゅう

生
せい

4.沿
えんがんせいぶつせいさん

岸生物生産システム学
がく

5.東
ひがし

アジアにおけるウニ類
るい

の集
しゅう

団
だんこうぞう

構造に関
かん

する遺
い

伝
でん

育
いく

種
しゅ

学
がくてき

的

研
けん

究
きゅう

6.江
こう

陵
りょう

大
だいがく

学

7.スポーツ、釣
つ

り

8.私
わたし

は 2年
ねんまえ

前に来
らいにち

日し、1年
ねんかん

間日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校に通
かよ

いました。今
いま

では日
に

本
ほん

の食
た

べ物
もの

にすっかり慣
な

れてしまい、辛
から

い物
もの

があま

り食
た

べられなくなりました。現
げんざい

在は、ウニ類
るい

の保
ほ

全
ぜん

に関
かん

す

る研
けん

究
きゅう

を行
おこな

っています。どうぞよろしくお願
ねが

いします

徐
ソ

　杬
ワン

　希
ヒ

1.韓
かんこく

国

2. 36歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

研
けん

究
きゅう

生
せい

4.経
けいえい

営情
じょう

報
ほうがく

学

5.農
のう

食
しょく

品
ひん

の安
あんぜんせい

全性

6.光
こう

州
しゅう

大
だいがく

学

7.旅
りょこう

行

8.私
わたし

は 2007年
ねん

10月
がつ

に日
に

本
ほん

へ来
き

ました。約
やく

12年
ねんかん

間、農
のうりん

林関
かんれん

連

の仕
し

事
ごと

をしていました。東
とうほくだいがく

北大学で農
のうりん

林についての研
けん

究
きゅう

を

することができて嬉
うれ

しいです。日
に

本
ほん

のことをたくさん知
し

り、

友
ともだち

達もたくさん作
つく

りたいです。どうぞ宜
よろ

しくお願
ねが

いします。

G
ガルダメス

aldamez C
カスティーヨ

astillo A
アナ

na M
マルレネ

arlene
1.エルサルバドル

2. 31歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

研
けん

究
きゅう

生
せい

4.水
すいけん

圏資
し

源
げん

生
せいたいがく

態学

5.未
み

定
てい

6.エルサルバドル大
だいがく

学

7.読
どくしょ

書、音
おんがくかん

楽鑑賞
しょう

8.はじめまして。私
わたし

は生
せいぶつがく

物学の学
がく

士
し

を取
しゅとく

得し、母
ぼ

国
こく

エルサル

バドルの農
のう

業
ぎょう

家
か

畜
ちく

省
しょう

の水
すいさんぶん

産分野
や

で働
はたら

いていました。エルサ

ルバドルの発
はってん

展に貢
こうけん

献したいと思
おも

い、修
しゅう

士
し

課
か

程
てい

で水
すいさん

産科
か

学
がく

分
ぶん

野
や

の研
けん

究
きゅう

するために日
に

本
ほん

へ来
き

ました。私
わたし

は森
もり

をはじめ自
し

然
ぜん

が好
す

きです。日
に

本
ほん

は大
おお

きなビルがある一
いっぽう

方で、自
し

然
ぜん

を満
まん

喫
きつ

できるところもあり気
き

に入
い

っています。
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斯
ス

　欽
チン

　孟
ムン

　和
フ

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 37歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

研
けん

究
きゅう

生
せい

4.経
けいえい

営情
じょう

報
ほうがく

学

5.農
のうやく

薬及
およ

び化
か

学
がく

肥
ひ

料
りょう

が土
ど

壌
じょう

性
せいのう

能に及
およ

ぼす影
えい

響
きょう

6.内
うち

蒙
もう

古
こ

師
し

範
はんだいがく

大学

7.バスケットボール、卓
たっ

球
きゅう

8.私
わたし

はスチンムンフと申
もう

します。出
しゅっ

身
しん

は中
ちゅう

国
ごく

の内
うち

モンゴルで

す。内
うちもう

蒙古
こ し

師範
はんだいがく

大学で地
ち り

理学
がく

を専
せんこう

攻して卒
そつ

業
ぎょう

した後
あと

、数
すうねん

年

間
かんのうそん

農村地
ち く

区の役
やくしょ

所で政
せい

府
ふ

職
しょく

員
いん

として勤
つと

めていました。内
うち

モ

ンゴルでは、数
すう

十
じゅう

年
ねん

に渡
わた

った農
のう

業
ぎょう

開
かいはつ

発に伴
ともな

い、極
きょく

端
たん

に食
しょくりょう

糧

生
せいさん

産を追
つい

求
きゅう

した結
けっ

果
か

、土
ど

壌
じょう

生
せいたい

態の破
は

壊
かい

が急
きゅう

激
げき

に増
ぞう

加
か

しまし

た。特
とく

に農
のうやく

薬や化
か

学
がく

肥
ひ

料
りょう

などの不
ふ

合
ごう

理
り

な使
し

用
よう

により、土
ど

壌
じょう

汚
お

染
せんもんだい

問題が著
いちじる

しくなっています。しかし、現
げんざい

在この問
もんだい

題に

対
たい

して研
けん

究
きゅう

があまり進
すす

んでいません。また、技
ぎ

術
じゅつ

の面
めん

でも

立
た

ち遅
おく

れています。よって、私
わたし

は日
に

本
ほん

の先
せんしんてき

進的な農
のう

業
ぎょう

技
ぎ

術
じゅつ

を学
まな

び、技
ぎ

術
じゅつ

を内
うち

モンゴルへ導
どう

入
にゅう

したいという希
き

望
ぼう

を持
も

っ

て、昨
さくねん

年の 9月
がつ

28日
にち

に日
に

本
ほん

に参
まい

りました。仙
せんだい

台は美
うつく

しい所
ところ

で、学
がく

習
しゅう

と生
せいかつ

活にとって良
よ

い環
かん

境
きょう

です。皆
みな

さん宜
よろ

しくお願
ねが

いします。

高
コウ

　旭
ヒ

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 24歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

研
けん

究
きゅう

生
せい

4.水
すいけん

圏植
しょく

物
ぶつせいたいがく

生態学

5.海
かいそうせいたいがく

藻生態学

6.中
ちゅう

国
ごく

海
かいようだいがく

洋大学

7.旅
りょこう

行、卓
たっ

球
きゅう

、バスケットボール、歌
うた

8.私
わたし

は青
ちんたお

島の中
ちゅう

国
ごく

海
かいようだいがく

洋大学から来
き

ました。日
に

本
ほん

が大
だい

好
す

きです。

今
いま

は研
けん

究
きゅう

生
せい

として研
けん

究
きゅう

をしています。趣
しゅ

味
み

は卓
たっ

球
きゅう

やバスケッ

トボールなどです。たくさんの日
に

本
ほんじん

人の友
ともだち

達を作
つく

ろうと

思
おも

っています。皆
みな

さん、どうぞよろしくお願
ねが

いいたします。

汪
オウ

　陸
リク

　翔
ショウ

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 21歳
さい

3.学
がく

部
ぶ

特
とくべつ

別聴
ちょう

講
こう

学
がくせい

生

4.水
すいさん

産資
し

源
げん

化
か

学
がく

5.食
しょく

品
ひん

の安
あんぜんせい

全性について

6.上
しゃん

海
はい

水
すいさんだいがく

産大学

7.旅
りょこう

行、サッカー、映
えい

画
が

鑑
かん

賞
しょう

8. 1年
ねんかん

間日
に

本
ほん

に在
ざい

住
じゅう

しますが、この 1年
ねん

はとても貴
き

重
ちょう

なもの

です。日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

しながら自
じ

分
ぶん

の専
せんもんぶん

門分野
や

についても一
いっ

生
しょう

懸
けんめいべん

命勉強
きょう

しています。若
わか

いうちにいろいろな経
けいけん

験をした

いと思
おも

っています。

郭
ゴォ

　熠
イ

　洁
ジャェ

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 23歳
さい

3.大
だいがくいんはく

学院博士
し

前
ぜん

期
き か

課程
ていとくべつけん

特別研究
きゅう

学
がくせい

生

4.機
き

能
のうけいたいがく

形態学

5. Functional characteristics of bovine monocytes

6.揚
よう

州
しゅう

大
だいがく

学

7.歌
うた

、ダンス

8.私
わたし

は中
ちゅう

国
ごく

陝
せん

西
せい

省
しょう

西
せいあん

安市
し

出
しゅっ

身
しん

の郭
ゴォ

と申
もう

します。2006年
ねん

に揚
よう

州
しゅう

大
だいがく

学を卒
そつ

業
ぎょう

し、同
どうだいがくだいがくいん

大学大学院の修
しゅう

士
し か

課程
てい

に在
ざいせき

籍しています。

2007年
ねん

10月
がつ

に交
こうかん

換留
りゅう

学
がくせい

生として東
とうほくだいがく

北大学に来
き

ました。た

くさん勉
べん

強
きょう

をして、新
あたら

しい技
ぎ

術
じゅつ

や知
ち

識
しき

を習
しゅう

得
とく

したいと思
おも

っ

ています。

徐
ジョ

　科
カ

　鳳
ホウ

1.中
ちゅう

国
ごく

2. 25歳
さい

3.大
だいがくいんはく

学院博士
し

後
こう

期
き か

課程
ていとくべつけん

特別研究
きゅう

学
がくせい

生

4.沿
えんがんせいぶつせいさん

岸生物生産システム学
がく

5.「アカザラガイのミトコンドリア DNA全
ぜんえん

塩基
き

配
はいれつ

列の解
かいめい

明」

6.中
ちゅう

国
ごくかいようだいがく

海洋大学

7.映
えい

画
が

鑑
かん

賞
しょう

、買
か

い物
もの

8.中
ちゅう

国
ごく

から来
き

たジョと申
もう

します、中
ちゅう

国
ごくかいようだいがく

海洋大学と東
とうほくだいがくれん

北大学連

携
けい

教
きょう

育
いく

プロジェクトの博
はく

士
し

生
せい

です。日
に

本
ほん

に来
き

てばかりで日
に

本
ほん

語
ご

ができないですが、学
がくゆう

友の皆
みな

さんの協
きょう

力
りょく

のおかげで楽
たの

しく生
せいかつ

活をしています。日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

にとても興
きょう

味
み

を持
も

って

いるので、これから実
じっけん

験をしながら日
に

本
ほん

語
ご

の勉
べん

強
きょう

を進
すす

めて、

日
に

本
ほんじん

人の学
がくせい

生との交
こう

流
りゅう

を深
ふか

め、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

をいろいろなこ

とから体
たいけん

験したいと思
おも

います。皆
みな

さん、よろしく願
ねが

いしま

す！
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●済
ちぇ

州
じゅ

大
だいがく

学
平
へいせい

成 18年
ねん

12月
がつ

1
と お か

0日～ 12日
にち

、佐
さ

藤
とうえいめい

英明が済
ちぇ

州
じゅ

大
だいがく

学を訪
ほうもん

問し、済
ちぇじゅ

州大
だいがく

学教
きょう

授
じゅ

総
そうかいかい

会会長
ちょう

のカン・ミンスン教
きょう

授
じゅ

主
しゅさい

催の

勉
べん

強
きょう

会
かい

に出
しゅっ

席
せき

し、韓
かんこく

国においても進
しんこう

行中
ちゅう

の国
こくりつだいがく

立大学の独
どくりつ

立行
ぎょう

政
せいほうじん

法人化
か

について情
じょう

報
ほうこかん

交換を行
おこな

った。この勉
べん

強
きょう

会
かい

につい

ては、韓
かんこく

国の新
しんぶん

聞に取
と

り上
あ

げられた。また、6th CJK Symposium（チュンガン大
だいがく

学、平
へいせい

成 19年
ねん

6月
がつ

28日
にち

）、3rd Korea-

Japan Joint Symposium in Animal Reproduction（東
とう

京
きょう

大
だいがく

学、平
へいせい

成 19年
ねん

10月
がつ

18日
にち

）で佐
さ

藤
とうえいめい

英明が講
こうえん

演を行
おこな

ったが、カン・

ミンスン教
きょう

授
じゅ

や済
ちぇじゅ

州大
だいがく

学の研
けん

究
きゅう

者
しゃ

も出
しゅっ

席
せき

し、意
い

見
けんこうかん

交換を行
おこな

った。また、カン・ミンスン教
きょう

授
じゅ

他
ほか

5名
めい

が仙
せんだい

台に来
こ

られ、

済
ちぇじゅ

州馬
うま

や済
ちぇじゅとう

州島の在
ざいらい

来牛
ぎゅう

（わが国
くに

の黒
くろ

毛
げ

和
わ

種
しゅ

と酷
こく

似
じ

）の育
いく

種
しゅ

計
けいかく

画について意
い

見
けんこうかん

交換を行
おこな

った。この意
い

見
けんこうかん

交換の内
ないよう

容の

一
いち

部
ぶ

について「畜
ちくさん

産技
ぎ

術
じゅつ

」第
だい

630号
ごう

（畜
ちくさん

産技
ぎ

術
じゅつ

協
きょう

会
かい

・平
へいせい

成 19年
ねん

11月
がつはっこう

発行）に紹
しょう

介
かい

した。

●イタリア・ラキュラ大
だいがくじっけん

学実験医
い

学
がく

部
ぶ

博
はく

士
し か

課程
てい

3年
ねん

次
じ

に 2ヵ月
げつかん

間、特
とくべつけん

別研究
きゅう

学
がくせい

生として動
どうぶつせい

物生殖
しょく

科
か

学
がくぶん

分野
や

で実
じっけん

験技
ぎ

法
ほう

などを修
しゅう

得
とく

した Maria Grazia 

Palmeririが平
へいせい

成 19年
ねん

6月
がつ

に博
はく

士
し

号
ごう

を取
しゅとく

得した。原
げんちょろんぶん

著論文や博
はく

士
し

論
ろんぶん

文の執
しっぴつ

筆に平
へいせい

成 19年
ねん

12月
がつ

に助
じょ

教
きょう

となった星
ほし

野
の

由
ゆ

美
み

が支
し

援
えん

した。また、イタリア・テラモ市
し

で開
かいさい

催された第
だい

7回
かい

イタリア獣
じゅう

医
い

生
せい

理
り

学
がっかい

会に教
きょう

授
じゅ

の佐
さ

藤
とうえいめい

英明が招
しょう

待
たい

され、

基
き

調
ちょう

講
こうえん

演を行
おこな

ったが、大
たいかい

会期
き

間
かん

中
ちゅう

及
およ

びその後
ご

、ラキュラ大
だいがく

学においてイタリア外
がい

務
む

省
しょう

への研
けん

究
きゅう

費
ひ

共
きょう

同
どうしんせい

申請について打
う

ち合
あ

わせを行
おこな

い、申
しんせいしょ

請書を完
かんせい

成させ、提
てい

出
しゅつ

した。また、平
へいせい

成 19年
ねん

度
ど

において Dr.G.Macchiarelli博
はく

士
し

と原
げんちょろんぶん

著論文 1
いっぺん

編、

総
そうせつ

説 1
いっぺん

編を共
きょう

同
どう

で執
しっぴつ

筆し、投
とうこう

稿した。

●スウェーデン農
のう

科
か

大
だいがく

学獣
じゅう

医
い

学
がく

部
ぶ

平
へいせい

成 19年
ねん

7月
がつ

1
と お か

0日、米
べいこく

国・サンアントニオ市
し

で開
かいさい

催された General Assembry of the World Association（WAAP）に

日
に

本
ほんだい

代表
ひょう

として教
きょう

授
じゅ

の佐
さ

藤
とうえいめい

英明が出
しゅっ

席
せき

し、スウェーデン代
だい

表
ひょう

で出
しゅっ

席
せき

したスウェーデン農
のう

科
か

大
だいがく

学教
きょう

授
じゅ

とWAAPのあり

方
かた

や畜
ちくさん

産学
がく

領
りょう

域
いき

における日
に

本
ほん

・スウェーデンの協
きょう

力
りょく

関
かんけい

係について意
い

見
けんこうかん

交換を行
おこな

った。また、スウェーデン農
のう

科
か

大
だいがく

学の

H.Rodrigues-Martinez教
きょう

授
じゅ

と佐
さ

藤
とうえいめい

英明とは Reproduction in Domestic Animalsの編
へん

集
しゅう

長
ちょう

、副
ふくへん

編集
しゅう

長
ちょう

として絶
た

えず、投
とうこうろん

稿論

文
ぶん

の査
さ

読
どく

者
しゃ

の仕
し わ

分けや論
ろんぶんさい

文採否
ひ

に関
かん

する最
さい

終
しゅう

判
はんだん

断について意
い

見
けんこうかん

交換を行
おこな

っている。また、メールを通
とお

し卵
らんかん

管の精
せい

子
し

貯
ちょ

留
りゅう

メカニズムについて共
きょう

同
どうけん

研究
きゅう

を行
おこな

なっているが、これには動
どうぶつせい

物生殖
しょく

科
か

学
がくぶん

分野
や

出
しゅっ

身
しん

で先
せんしん

進医
い

工
こうがく

学機
き

構
こう

助
じょ

教
きょう

の横
よこ

尾
お

正
まさ

樹
き

も関
かんけい

係している。

動
どうぶつせい

物生殖
しょく

科
か

学
がくぶん

分野
や

　教
きょう

授
じゅ

　佐
さ

　藤
とう

　英
えい

　明
めい

平
へいせい

成19年
ねん

度
ど

学
がく

術
じゅつ

交
こう

流
りゅう

協
きょう

定
てい

校
こうかん

間交
こう

流
りゅう

および活
かつどう

動実
じっせき

績報
ほうこく

告

■韓
かんこく

国・済
ちぇ

洲
じゅ

大
だいがく

学、イタリア・ラキュラ大
だいがく

学実
じっけん

験医
い

学
がく

部
ぶ

、　スウェーデン農
のう

科
か

大
だいがく

学獣
じゅう

医
い

学
がく

部
ぶ

水
すいさん

産資
し

源
げん

化
か

学
がくぶん

分野
や

　教
きょう

授
じゅ

　佐
さ

　藤
とう

　　　實
みのる

■中
ちゅう

国
ごく

海
かいようだいがく

洋大学、上
しゃん

海
はい

水
すいさんだいがく

産大学

平
へいせい

成 19年
ねん

は私
わたし

が国
こくさいこう

際交流
りゅう

窓
まどぐち

口を務
つと

めている中
ちゅう

国
ごく

の二
に

大
だいがく

学との交
こう

流
りゅう

があったので報
ほうこく

告する。

一
ひと

つは、東
とうほくだいがく

北大学との大
だいがくかんこう

学間交流
りゅう

協
きょう

定
てい

を結
むす

んでいる中
ちゅう

国
ごくかいようだいがく

海洋大学（旧
きゅう

青
ちんたおかいようだいがく

島海洋大学）から呉
ご

徳
とくせい

星学
がく

長
ちょう

を仙
せんだい

台にお迎
むか

えした。昨
さくねん

年 8月
がつ

に開
かいさい

催された東
とうほくだいがくそうりつ

北大学創立 100周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねんしきてんさん

式典参加
か

のため仙
せんだい

台を訪
おとず

れた呉
ご

先
せんせい

生と秘
ひ

書
しょ

の蒋
しょう

さんに、ス

チューデントアンバサダーの理
り

学
がくけん

研究
きゅう

科
か

の呉
ご

礼
れい

さんと農
のうがくけん

学研究
きゅう

科
か

の星
ほし

野
の

由
ゆ み

美さんらと行
こうどう

動を共
とも

にした。到
とう

着
ちゃく

日
び

は 100

周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

まつり祝
しゅく

賀
が

会
かい

（野
や

外
がい

パーティー）、式
しきてんとうじつ

典当日は橋
はしもとふくそう

本副総長
ちょう

との面
めんだん

談から始
はじ

まり、農
のうがくけん

学研究
きゅう

科
か

長
ちょう

表
ひょう

敬
けいほうもん

訪問、総
そう

長
ちょう

主
しゅ

催
さい

昼
ちゅう

食
しょく

会
かい

、記
き

念
ねんしきてん

式典、懇
こんしんかい

親会カクテルパーティー、総
そう

長
ちょう

主
しゅ

催
さいばんさんかい

晩餐会、農
のうがくけん

学研究
きゅう

科
か

運
うんえいかい

営会議
ぎ

構
こうせいいん

成員との懇
こんしんかい

親会など、

分
ふん

刻
きざ

みのスケジュールをこなされ、翌
よくじつあさ

日朝に仙
せんだいくうこう

台空港から帰
き

国
こく

された。実
じつ

に忙
いそが

しい滞
たいざい

在であったが、合
あい

間
ま

を見
み

て今
こん

後
ご

の教
きょう

員
いん

、学
がくせい

生の交
こう

流
りゅう

の促
そくしん

進などを話
はな

し合
あ

った。

二
ふた

つめは、農
のうがくけん

学研究
きゅう

科
か

が部
ぶ

局
きょく

間
かんこう

交流
りゅう

協
きょう

定
てい

を締
ていけつ

結している上
しゃんはい

海水
すいさんだいがく

産大学を、11月
がつ

に小
しょう

職
しょく

が訪
ほうもん

問し、食
しょく

品
ひんがく

学院
いん

で
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大
だいがくいんせい

学院生への集
しゅう

中
ちゅう

講
こう

義
ぎ

を行
おこな

ってきた。講
こう

義
ぎ

は月
げつ

曜
よう

日
び

か

ら土
ど

曜
よう

日
び

までの 1週
しゅう

間
かん

、朝
あさ

8時
じ

30分
ぷん

から 11時
じ

30分
ぷん

、

午
ご ご

後 6時
じ

から同
どう

9時
じ

まで、これに時
とき

に午
ご ご

後 3時
じ

から 5

時
じ

の講
こう

義
ぎ

も加
くわ

わり、実
じつ

にハードな講
こう

義
ぎ

であった。夜
や

間
かん

の講
こう

義
ぎ

は全
ぜん

寮
りょう

制
せい

で、構
こうない

内に学
がくせい

生が寝
ね お

起きしていること

で可
か

能
のう

だそうである。

私
わたし

は日
に

本
ほん

語
ご

で講
こう

義
ぎ

したが、研
けん

究
きゅう

室
しつ

大
だいがくいん

学院博
はく

士
し か

課程
てい

修
しゅう

了
りょう

生
せい

の奚
けい

印
いん

慈
じ

博
はく

士
し

（上
しゃんはい

海水
すいさんだいがくじょ

産大学助教
きょう

授
じゅ

）が通
つうやく

訳をし

てくれたお陰
かげ

で学
がくせい

生は熱
ねっしん

心に講
こう

義
ぎ

に集
しゅう

中
ちゅう

し、夜
よる

9時
じ

の

講
こう

義
ぎ

終
しゅう

了
りょう

後
ご

に書
か

いてもらった感
かんそうぶん

想文は、簡
かんたん

単にと話
はな

し

たにもかかわらず、レポート用
よう

紙
し

2枚
まい

、3枚
まい

、4枚
まい

と

びっしり漢
かん

字
じ

（もちろんだが）で書
か

かれていた。訳
やく

して貰
もら

ったら、絶
ぜっさん

賛の言
こと

葉
ば

が並
なら

んでいたそうで、上
しゃんはい

海水
すいさんだいがく

産大学の

先
せんせいがた

生方にも回
かいらん

覧するとのことであった。タイトなスケジュールを調
ちょう

整
せい

し、ようやく実
じつげん

現した集
しゅう

中
ちゅう

講
こう

義
ぎ

であったが、講
こう

義
ぎ

の内
ないよう

容に幾
いくぶん

分なりとも興
きょう

味
み

を持
も

って貰
もら

ったと安
あん

堵
ど

している。

上
しゃんはい

海を離
はな

れる日
にちよう

曜日
び

は早
そう

朝
ちょう

にもかかわらず大
おおぜい

勢の学
がくせい

生が見
み

送
おく

りに集
あつ

まってくれ、一
ひ と り ひ と り

人一人と握
あくしゅ

手をし、記
き

念
ねんさつえい

撮影し

別
わか

れた。講
こう

義
ぎ

中
ちゅう

も何
なんにん

人かの学
がくせい

生から研
けん

究
きゅう

室
しつ

、農
のうがくけん

学研究
きゅう

科
か

への留
りゅう

学
がく

希
き

望
ぼう

が聞
き

かされた。農
のうがく

学部
ぶ

には 3年
ねんまえ

前から上
しゃんはい

海水
すいさん

産

大
だいがく

学の学
がく

部
ぶ

3年
ねんせい

生が特
とくべつ

別聴
ちょう

講
こうがくせい

学生として 1年
ねんかんたいざい

間滞在し、勉
べんがく

学している。今
こん

後
ご

も学
がく

部
ぶ

学
がくせい

生、大
だいがくいんせい

学院生、教
きょう

員
いん

の交
こう

流
りゅう

が活
かっ

発
ぱつ

になることを祈
いの

る。

2007年
ねん

10月
がつ

17～ 2
は つ か

0日まで、揚
よう

州
しゅう

大
だいがく

学を訪
ほうもん

問して

学
がく

術
じゅつ

交
こう

流
りゅう

を行
おこな

いました。揚
よう

州
しゅう

大
だいがく

学は、学
がくせいすう

生数 3万
まん

4千
せん

人
にん

を擁
よう

する総
そうごう

合省
しょう

立
りつだいがく

大学であり、研
けん

究
きゅう

業
ぎょう

績
せき

でも中
ちゅう

国
ごく

ベ

スト 57に入
はい

る大
だいがく

学として知
し

られています。

私
わたし

たちは、上
しゃんはい

海市
し

で開
かいさい

催された第
だい

4回
かい

アジア乳
にゅう

酸
さんきん

菌

会
かい

議
ぎ

に出
しゅっ

席
せき

し、17日
にち

午
ご ご

後には揚
よう

州
しゅう

大
だいがくどうぶつ

学動物科
か

学
がくがくいん

学院

の趙
ちょう

国
こっ

琦
き

教
きょう

授
じゅ

に出
で

迎
むか

えて頂
いただ

き、揚
よう

州
しゅう

市
し

（江
こう

蘇
そ

省
しょう

）を訪
ほう

問
もん

しました。

18日
にち

には、陳
ちん

国
こっ

宏
こう

動
どうぶつ

物科
か

学
がくいんいん

院院長
ちょう

の挨
あいさつ

拶で、学
がく

術
じゅつ

講
こうえんかい

演会が開
かい

始
し

されました。まず川
かわ

井
い

泰
やすし

助
じょ

教
きょう

の講
こうえん

演があ

り、ついで私
わたし

より「日
に

本
ほん

におけるプロバイオティック

乳
にゅう

酸
さんきん

菌を利
り

用
よう

した機
き

能
のうせい

性ヨーグルトの開
かいはつけん

発研究
きゅう

」の講
こう

演
えん

を行いました。講
こうえん

演後
ご

の質
しつもん

問も非
ひ

常
じょう

に多
おお

く出
で

て、活
かっ

発
ぱつ

な質
しつ

疑
ぎ

応
おうとう

答が行
おこな

われました（写
しゃしんうえ

真上）。

19日
にち

には、揚
よう

州
しゅう

大
だいがく

学と動
どうぶつ

物科
か

学
がくいん

院の見
けんがく

学を行
おこな

い、

夕
ゆうこく

刻には動
どうぶつ

物科
か

学
がくけん

研究
きゅう

者
しゃ

との意
い

見
けんこうかんかい

交換会を含
ふく

めた晩
ばんさん

餐

会
かい

に招
しょう

待
たい

されました（写
しゃしんした

真下）。日
に

本
ほん

への帰
き ろ

路には、

大
だいがくいんせい

学院生の陳
ちん

旭
きょく

佛
ふつ

君
くん

を仙
せんだい

台までお連
つ

れし、農
のうがくけん

学研究
きゅう

科
か

で 2週
しゅう

間
かん

の研
けん

修
しゅう

に入
はい

ってもらいました。

揚
よう

州
しゅう

は 2500年
ねん

の歴
れき

史
し

のある都
と し

市であり、古
ふる

くから

水
すいうん

運に恵
めぐ

まれ、北
きた

は准
わい

河
が

、中
ちゅう

部
ぶ

は京
けいこうだいうん

抗大運河
が

、南
みなみ

は、

長
ちょう

江
こう

（揚
よう

子
す

江
こう

）が悠
ゆう

久
きゅう

の流
なが

れを見
み

せています。揚
よう

州
しゅう

市
し

は江
こうたくみん

澤民国
こっ

家
か

主
しゅせき

席の出
しゅっ

身
しん

地
ち

でもあり、市
し

内
ない

にある鑑
がんじん

真和
わ

上
じょう

ゆか

りの大
だい

明
みょう

寺
じ

や湖
みずうみ

と庭
ていえん

園が美
うつく

しい痩
そう

西
せい

湖
こ

でも有
ゆうめい

名です。

■大
だいがくかんがく

学間学術
じゅつ

交
こう

流
りゅう

提
ていけいこう

携校：揚
よう

州
しゅう

大
だいがく

学（中
ちゅう

国
ごく

）動
どうぶつ

物科
か

学
がくいん

院を訪
ほうもん

問して
動
どうぶつ

物資
し

源
げん

化
か

学
がくぶん

分野
や

　教
きょう

授
じゅ

　齋
さい

　藤
とう

　忠
ただ

　夫
お
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2007年
ねん

は、3回
かい

の交
こう

流
りゅう

がありました。先
ま

ずは、昨
さく

年
ねん

度
ど

になりますが、3月
がつ

18日
にち

から 23日
にち

にかけて、駒
こま

井
い

が講
こうえん

演の招
しょう

待
たい

を受
う

けて訪
ほうもん

問し、組
そ

織
しきないかっせいがた

内活性型ビタ

ミン Kの新
しん

規
き

機
き

能
のう

に関
かん

する研
けん

究
きゅう

で講
こうえん

演を行
おこな

いました

（Physiological significance of menaquinone-4（= vitamin 

K2）formation in the rats tissues from ingested vitamin K 

analogues.）。その時
とき

に、今
こん

後
ご

の共
きょう

同
どう

研
けん

究
きゅう

の可
か

能
のうせい

性や学
がく

生
せいこう

交流
りゅう

について話
はな

し合
あ

われました。また、台
たいぺい

北医
い

学
がくだい

大

学
がく

で博
はく

士
し

号
ごう

を取
しゅとく

得して台
たいわんこくりつ

湾国立の中
ちゅう

央
おうけん

研究
きゅう

院
いん

に就
しゅう

職
しょく

し

たポスドク研
けん

究
きゅう

員
いん

の案
あんない

内で、世
せ

界
かいてき

的に最
さいせんたん

先端な研
けん

究
きゅう

施
し

設
せつ

も見
けんがく

学できました。

年
ねん

度
ど

が変
か

わり、6月
がつ

25日
にち

から 3
みっかかん

日間台
たいぺい

北医
い

学
がくだいがく

大学の

陳
ちん

俊
じゅん

榮
ろん

教
きょう

授
じゅ

と大
だいがくいんがくせい

学院学生 14名
めい

が来
らいほう

訪しました。陳
ちん

教
きょう

授
じゅ

によるセミナーが行
おこな

われ、当
とうけん

研究
きゅう

科
か

内
ない

から多
おお

くの聴
ちょう

衆
しゅう

が参
さん

加
か

しました（演
えんだい

題：Physiological Functions of Soy 

Protein and It’s Hydrolysate）。我
われわれ

々は、当
とうけん

研究
きゅう

科
か

の先
せんたん

端

研
けん

究
きゅう

施
し

設
せつとう

等の案
あんない

内を行
おこな

いました。大
だいがくいんせい

学院生のうちの

一
ひ と り

人（陳
ちん

雅
やー

林
りん

さん = D3）が、栄
えいようがくぶん

養学分野
や

に 3週
しゅう

間
かんたいざい

滞在

して、実
じっけんしゅ

験手技
ぎ

の研
けん

修
しゅう

やゼミに参
さん

加
か

しました。写
しゃしん

真は、

工
く

藤
どう

研
けん

究
きゅう

科
か

長
ちょう

室
しつ

を訪
ほうもん

問した時
とき

のものです。

さらに、9月
がつ

9
ここのか

日から 13日
にち

までの間
あいだ

に台
たいぺい

北市
し

で開
かいさい

催

されたアジア栄
えいようがくかい

養学会議
ぎ

に参
さん

加
か

し、教
きょう

員
いん

のみならず大
だい

学
がくいんせいどう

院生同志
し

の交
こう

流
りゅう

が実
じつげん

現しました。発
はっ

表
ぴょう

の内
ないよう

容の質
しつ

疑
ぎ

についてはもちろんのこと、大
だいがくない

学内の見
けんがく

学と大
だいがくいんがく

学院学

生
せいどう

同士
し

の交
こう

流
りゅう

が行
おこな

われました。写
しゃしん

真は、最
さい

終
しゅう

日
び

に学
がっかい

会

会
かい

場
じょう

のレストランに招
しょう

待
たい

された昼
ちゅう

食
しょく

会
かい

の様
よう

子
す

です（台
たい

北
ぺい

医
い

学
がくだいがく

大学と本
ほんがくだいがくいんのうがくけん

学大学院農学研究
きゅう

科
か

との交
こう

流
りゅう

昼
ちゅう

食
しょく

会
かい

）。

台
たいぺい

北医
い

学
がくだいがく

大学の非
ひ

常
じょう

勤
きん

職
しょく

員
いん

となっておられる滞
たいべい

米中
ちゅう

の台
たいわん

湾農
のうげい

芸化
か

学
がくかい

会の元
もとかい

会長
ちょう

の陳
ちんせい

世爵
しゃく

特
とくにん

任教
きょう

授
じゅ

、謝
しぃ

明
みん

哲
じゃー

学
がくいん

院長
ちょう

、

王
わんゆう

有忠
ちゅん

教
きょう

授
じゅ

ほか、栄
えいようがくぶん

養学分野
や

からは駒
こま

井
い

教
きょう

授
じゅ

、白
しらかわ

川准
じゅん

教
きょう

授
じゅ

、Ardiansyah博
はく

士
し

研
けん

究
きゅう

員
いん

、杉
すぎ

田
た

弓
ゆ み

美さん、佐
さ

藤
とう

祥
しょう

子
こ

さんが

参
さん

加
か

しました。本
ほんけん

研究
きゅう

科
か

を訪
ほうもん

問された時
とき

には、同
どうとう

等に立
りっ

派
ぱ

なもてなしの対
たいおう

応が必
ひつよう

要だと感
かん

じた次
し

第
だい

です。

栄
えいようがくぶん

養学分野
や

　教
きょう

授
じゅ

　駒
こま

　井
い

　三
み

千
ち

夫
お

■台
たい

北
ぺい

医
い

学
がくだいがく

大学との学
がく

術
じゅつ

交
こう

流
りゅう

報
ほうこく

告

今
こん

後
ご

も、お互
たが

いの大
だいがく

学の研
けん

究
きゅう

者
しゃ

と大
だいがくいんせい

学院生のそれぞれの研
けん

究
きゅう

者
しゃそう

層での活
かっぱつ

発な学
がく

術
じゅつ

交
こう

流
りゅう

が続
つづ

き、多
おお

くの研
けん

究
きゅう

成
せい

果
か

が挙
あ

がることを祈
いの

っています。

中
ちゅう

国
ごく

科
か

学
がくいん

院上
しゃんはい

海有
ゆう

機
き

化
か

学
がくけん

研究
きゅう

所
じょ

（Shanghai Institute of Organic Chemistry（SIOC），Chinese Academy of Sciences（CAS））

は 1950年
ねん

に設
せつりつ

立され、有
ゆう

機
き か

化学
がく

、天
てんねんぶつ

然物化
か

学
がく

、分
ぶんせき

析化
か

学
がく

、合
ごうせい

成化
か

学
がく

、生
せいぶつぶつ

物物理
り か

化学
がく

、食
しょく

糧
りょう

化
か

学
がく

などに関
かん

する中
ちゅう

国
ごく

科
か

学
がくいん

院の中
ちゅう

核
かく

機
き

関
かん

のひとつです。研
けん

究
きゅう

所
じょ

には約
やく

70名
めい

の博
はく

士
し

研
けん

究
きゅう

者
しゃ

がおり、おおくは中
ちゅう

国
ごくこくない

国内の大
だいがく

学の教
きょう

授
じゅ

等
など

を兼
けん

務
む

し

ています。交
こう

流
りゅう

の対
たいおうけん

応研究
きゅう

者
しゃ

は宮
みやざわ

澤の他
ほか

に、生
せいぶつ

物有
ゆう

機
き か

化学
がく

の桑
くわはらしげふみ

原重文教
きょう

授
じゅ

、生
せいたいぶつ

体物理
り か

化学
がく

の山
やました

下まり教
きょう

授
じゅ

です。SIOC

は Biao Jiang所
しょ

長
ちょう

、Jin-Ye Wang教
きょう

授
じゅ

、Amin Cao教
きょう

授
じゅ

が対
たいおうけん

応研究
きゅう

者
しゃ

です。

機
き

能
のうぶん

分子
し

解
かいせきがくぶん

析学分野
や

　教
きょう

授
じゅ

　宮
みや

　澤
ざわ

　陽
てる

　夫
お

■中
ちゅう

国
ごく

科
か

学
がくいん

院上
しゃんはい

海有
ゆう

機
き か

化学
がくけん

研究
きゅう

所
じょ

と農
のうがくけん

学研究
きゅう

科
か

との交
こう

流
りゅう
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7月
がつ

および 10月
がつ

の 2回
かい

、学
がく

術
じゅつ

交
こう

流
りゅう

協
きょう

定
ていこう

校であるインド

ネシアのガジャマダ大
だいがく

学を訪
ほうもん

問、研
けん

究
きゅう

と調
ちょう

査
さ

を行
おこな

った。東
とう

京
きょう

大
だいがく

学とボゴール農
のう

科
か

大
だいがく

学を拠
きょてんこう

点校とする学
がく

術
じゅつ

振
しんこうかい

興会の

拠
きょてんだいがく

点大学プログラムの一
いっかん

環で、協
きょう

力
りょく

校
こう

として参
さん

加
か

している。

テーマは、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な農
のう

業
ぎょう

の実
じつげん

現のための社
しゃかい

会科
か

学
がくてき

的調
ちょう

査
さ

研
けん

究
きゅう

である。本
ほんねん

年は、最
さい

終
しゅう

年
ねん

にあたり最
さい

終
しゅう

報
ほうこくしょ

告書の一
いち

部
ぶ

と

なる論
ろんぶん

文の検
けんとう

討のほか、フィールドの視
し

察
さつ

も行
おこな

った。

ガジャマダ大
だいがく

学のあるジョグジャカルタ特
とくべつ

別州
しゅう

の南
なん

部
ぶ

は、

石
せっかいがん

灰岩の丘
きゅう

陵
りょう

地
ち

帯
たい

でインドネシアでも有
ゆうすう

数の貧
ひんこん

困地
ち

帯
たい

とし

て知
し

られた地
ち

域
いき

、主
しゅ

食
しょく

は今
いま

なおキャッサバ芋
いも

である。花
か

崗
こうがん

岩を段
だん

状
じょう

に配
はい

して土
と ち

地を確
かく

保
ほ

しそこにチークやアカシア

の木
き

を植
しょく

林
りん

すると同
どう

時
じ

に、わずかの農
のう

地
ち

でキャッサバ芋
いも

や

トウモロコシの栽
さいばい

培を許
ゆる

して、貧
ひんこん

困な農
のう

家
か

の経
けいざい

済を支
ささ

える

プログラムが政
せい

府
ふ

主
しゅ

導
どう

で行
おこな

われている。村
むら

の中
なか

も荒
あらあら

々しい

花
か

崗
こうがん

岩がむき出
だ

しで、生
せいかつ

活の厳
きび

しさを感
かん

じさせる。しかし

その土
と ち

地で働
はたら

く農
のうみん

民たちはみな健
けんこう

康で明
あか

るい。また、隣
りんせつ

接す

る中
なか

ジャワのウォノギリ・ダムも訪
ほうもん

問した。治
ち

水
すい

、農
のう

業
ぎょう

灌
かんがい

漑

そして発
はつでん

電のためにかつて日
に

本
ほん

も資
し

金
きん

援
えん

助
じょ

をして建
けんせつ

設された

巨
きょだい

大な人
じんぞう

造湖
こ

であるが、近
きんねん

年急
きゅう

速
そく

な沈
ちん

砂
さ

のためにその機
き

能
のう

が

損
そこ

なわれて問
もんだい

題になっている。いずれも、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な農
のう

業
ぎょう

を

考
かんが

える上
うえ

で、課
か

題
だい

を提
てい

供
きょう

してくれる興
きょう

味
み

深
ぶか

い事
じ

例
れい

で、新
あら

たな

共
きょう

同
どうけん

研究
きゅう

を模
も

索
さく

中
ちゅう

である。

また、学
がく

術
じゅつ

交
こう

流
りゅう

協
きょう

定
ていこう

校ではないが、インドネシアの東
ひがし

ジャ

ワ州
しゅう

マラン市
し

にあるブラウィジャヤ大
だいがく

学も 10月
がつ

に訪
ほうもん

問した。

本
ほんがく

学の 4つの研
けん

究
きゅう

科
か

が連
れんけい

携して行
おこな

っているヒューマンセキュ

リティ ･プログラムとの協
きょう

定
ていこう

校で、同
どうだいがくけいえいがく

大学経営学部
ぶ

とのダブ

ルディグリーによる留
りゅう

学
がく

プログラムが来
らいねん

年度
ど

からスタートす

る。前
ぜん

期
き か

課程
てい

の 2年
ねん

次
じ

より本
ほんがく

学で受
う

け入
い

れ、1年
ねん

で修
しゅう

士
し

号
ごう

を

与
あた

えるプログラムで、その準
じゅん

備
び

のための訪
ほうもん

問だった。すでに日
に

本
ほん

留
りゅう

学
がく

予
よ

定
てい

の 16名
めい

が就
しゅう

学
がく

中
ちゅう

で、彼
かれ

らの中
なか

から最
さい

多
た

4

名
めい

を本
ほんがく

学で受
う

け入
い

れるべく、全
ぜんいん

員と 2回
かい

予
よ び

備面
めんだん

談をした。インドネシアの地
ち

方
ほう

および中
ちゅう

央
おう

の公
こう

務
む

員
いん

の再
さい

教
きょう

育
いく

が狙
ねら

いで、

地
ち

方
ほう

分
ぶんけん

権化
か

した開
かいはつ

発行
ぎょう

政
せい

の指
し

導
どうてきこう

的公務
む

員
いんいくせい

育成が課
か

題
だい

である。英
えい

語
ご

はみな良
よ

くでき、コミュニケーションが容
よう

易
い

であっ

た。TOEFLの PBTで 633点
てん

という院
いんせい

生もいて、心
こころ

強
づよ

く思
おも

われた。このような優
すぐ

れた院
いんせい

生を一
ひ と り

人でも多
おお

く受
う

け入
い

れる

ことが出
で き

来れば、と期
き

待
たい

が膨
ふく

らんだ。

資
し

源
げんせいさくがくぶん

政策学分野
や

　教
きょう

授
じゅ

　米
よね

　倉
くら

　　　等
ひとし

■ガジャマダ大
だいがく

学およびブラウィジャヤ大
だいがく

学（インドネシア）との交
こう

流
りゅう

SIOCの Jin-Ye Wang教
きょう

授
じゅ

（上
しゃんはい

海交
こうつうだいがく

通大学教
きょう

授
じゅ

兼
けん

務
む

）は農
のうがくけん

学研究
きゅう

科
か

の食
しょく

品
ひんがく

学教
きょう

室
しつ

で国
こく

費
ひ

留
りゅう

学
がくせい

生として研
けんさん

鑽し 1992年
ねん

に農
のうがくはく

学博士
し

の学
がく

位
い

を得
え

、それ以
い

来
らい

、国
こくさいこう

際交流
りゅう

の一
いっかん

貫として共
きょう

同
どう

研
けん

究
きゅう

が進
すす

められてきています。昨
さくねん

年、勝
しょう

山
ざんかん

館で開
かいさい

催さ

れた第
だい

15回
かいせいたい

生体パーオキサイド研
けん

究
きゅう

会
かい

（The 15th Sendai Conference on Lipid Peroxide Biology and Medicine）では、“Effect 

of asymmetric distribution of phospholipids in ghost RBC membrane on peroxidation induced by ferrous ion”と題
だい

した講
こうえん

演を

していただきました。今
こ

年
とし

の 10月
がつ

に CAS生
せいぶつぶつ

物物理
り

研
けん

究
きゅう

所
じょ

（北
ぺ き ん

京）の Bao-Lu Zhao教
きょう

授
じゅ

が主
しゅさい

催する国
こくさい

際フリーラジカ

ル会
かい

議
ぎ

が北
ぺ き ん

京で開
ひら

かれますが、LC-MS/MSを用
もち

いた「ヒトの疾
しっぺい

病にかかわる脂
し

質
しつ

ヒドロペルオキシドの一
いっせい

斉網
もう

羅
ら

解
かい

析
せき

」について共
きょう

同
どうけん

研究
きゅう

の成
せい

果
か

をそこで講
こうえん

演する予
よ

定
てい

でおります。今
こん

後
ご

も有
ゆう

意
い ぎ

義な国
こくさいれんけい

際連携のひとつとして交
こう

流
りゅう

を進
すす

め

ていきたいと考
かんがえ

えております。
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附
ふ

属
ぞく

施
し

設
せつ

見
けんがく

学の実
じっ

施
し

1月
がつ

19日
にち

、2
は つ か

0日に農
のうがく

学部
ぶ

・農
のうがくけん

学研究
きゅう

科
か

に在
ざいせき

籍する留
りゅう

学
がくせい

生を対
たい

象
しょう

として、女
おながわ

川にある複
ふくごうせいたい

合生態フィールド教
きょう

育
いく

研
けん

究
きゅう

センターへの見
けんがくりょこう

学旅行が実
じっ

施
し

されました。

以
い か

下は参
さん

加
か

者
しゃ

の感
かんそう

想です。

平
へいせい

成 20年
ねん

を迎
むか

えた 1月
がつ

の 19、2
は つ か

0日の両
りょう

日
じつ

に渡
わた

り、農
のうがくけん

学研究
きゅう

科
か

の留
りゅう

学
がくせい

生と一
いっしょ

緒に女
おながわ

川フィールドセンターを訪
おとず

れま

した。この日
ひ

は大
だいかん

寒を直
ちょく

前
ぜん

に控
ひか

えるとても寒
さむ

い日
ひ

でしたが、中
ちゅう

国
ごく

および韓
かんこく

国からの 8名
めい

の留
りゅう

学
がくせい

生が参
さん

加
か

しました。私
わたし

は初
しょにち

日の交
こう

流
りゅう

会
かい

からの参
さん

加
か

で、食
しょく

卓
たく

には鮑
あわび

、帆
ほ

立
たて

、なまこ、いか、牡
か き

蠣などの豪
ごう

華
か

な食
しょく

材
ざい

が並
なら

び、刺
さし

身
み

に鍋
なべ

に茅台（マ

オタイ：中
ちゅう

国
ごく

の超
ちょう

高
こう

級
きゅう

なお酒
さけ

）に「好吃（ハオチー）、好喝（ハオホー）」と留
りゅう

学
がくせい

生の方
かたがた

々と共
とも

に舌
した

鼓
つづみ

を打
う

ち楽
たの

しいひ

とときを過
す

ごしました。特
とく

に、鮑
あわび

やなまこを刺
さし

身
み

用
よう

に捌
さば

く姿
すがた

は彼
かれ

らにはめずらしく、一
ひと

コマずつ写
しゃしん

真に収
おさ

めている留
りゅう

学
がくせい

生もおりました。この夜
よる

の交
こう

流
りゅう

会
かい

が盛
も

り上
あ

がったことは言
い

うまでもありません。

翌
よくじつ

日は雪
ゆき

がはらりと舞
ま

うなか実
じっ

習
しゅう

船
せん

に乗
の

りこみ、養
よう

殖
しょく

場
じょう

を見
み

ながら木
き

島
じませんせい

先生、尾
お

定
さだ

先
せんせい

生の説
せつめい

明に耳
みみ

を傾
かたむ

け、短
みじか

い時
じ

間
かん

ながらもクルージングを楽
たの

しみました。ここでも盛
さか

んに写
しゃしんさつえい

真撮影が行
おこな

われ、タイタニックの有
ゆうめい

名な一
いち

場
ば

面
めん

（?）も

見
み

られました。その後
ご

港
みなと

に戻
もど

って、菅
かん

野
の

先
せんせい

生から施
し

設
せつ

の見
けんがく

学、研
けん

究
きゅう

紹
しょう

介
かい

をしていただきました。私
わたし

にとっても初
はじ

めて

の訪
ほうもん

問でしたので、非
ひ

常
じょう

に興
きょう

味
み

深
ぶか

く、新
しんせん

鮮な経
けいけん

験を持
も

ち帰
かえ

ることが出
で き

来ました。また、留
りゅう

学
がくせい

生の方
かたがた

々との距
きょ

離
り

がさら

に縮
ちぢ

まった良
よ

い小
しょう

旅
りょこう

行でした。留
りゅう

学
がくせい

生のみなさん、これからも「加油（ジャーヨウ：頑
がん

張
ば

って）」ください。

植
しょく

物
ぶつ

遺
い

伝
でん

育
いく

種
しゅ

学
がく

分
ぶん

野
や

　准
じゅん

教
きょう

授
じゅ

北
きたしば

柴　大
ひろやす

泰

分
ぶん

子
し

生
せいぶつがくぶん

物学分野
や

　准
じゅん

教
きょう

授
じゅ

原
はら

田
た

　昌
まさひこ

彦

平
へいせい

成 20年
ねん

1月
がつ

19日
にち

から 2
は つ か

0日にかけ、農
のうがく

学部
ぶ

の留
りゅう

学
がくせい

生を対
たい

象
しょう

として、女
おながわ

川フィールドセンターへの施
し

設
せつ

見
けんがく

学と交
こう

流
りゅう

会
かい

が行
おこな

われました。雨
あまみや

宮キャンパスからは中
ちゅう

国
ごく

からの 5名
めい

の留
りゅう

学
がくせい

生が参
さん

加
か

し、また女
おながわ

川フィールドセンターで学
まな

ぶ

3名
めい

の留
りゅう

学
がくせい

生（中
ちゅう

国
ごく

から 2名
めい

、韓
かんこく

国から 1名
めい

）も現
げん

地
ち

で合
ごう

流
りゅう

し、合
あ

わせて 8名
めい

の留
りゅう

学
がくせい

生の参
さん

加
か

がありました。私
わたし

は国
こく

際
さいこう

交流
りゅう

委
い

員
いんかい

会の委
い

員
いん

として、木
き

島
じま

委
い

員
いん

長
ちょう

、石
いし

井
い い

委員
いん

、北
きたしば

柴委
い

員
いん

と共
とも

にこの会
かい

に参
さん

加
か

、さらに職
しょく

員
いん

として教
きょう

務
む

の穴
あなざわ

澤さん、

国
こくさいこう

際交流
りゅう

支
し

援
えんしつ

室の安
あ べ

倍さんにも加
くわ

わっていただきました。

仙
せんだい

台から参
さん

加
か

した留
りゅう

学
がくせい

生の一
いっこう

行は、木
き

島
じま

委
い

員
いん

長
ちょう

および職
しょく

員
いん

の方
かた

と松
まつしますいぞくかん

島水族館を楽
たの

しんだ後
あと

、午
ご ご

後にはマリンパル女
おな

川
がわ

を見
けんがく

学しました。私
わたし

はマリンパル女
おながわ

川の見
けんがく

学から合
ごう

流
りゅう

しましたが、その頃
ころ

には、留
りゅう

学
がくせいどう

生同士
し

も、また付
つ

き添
そ

いの教
きょう

職
しょく

員
いん

ともすっかり打
う

ち解
と

け、それぞれ見
けんがく

学を楽
たの

しんでいたようです。マリンパル女
おながわ

川の訪
ほうもん

問のもう一
ひと

つの目
もくてき

的は、夜
よる

の交
こう

流
りゅう

会
かい

での食
しょく

材
ざい

の買
か

い物
もの

であり、木
き

島
じま

委
い

員
いん

長
ちょう

の指
し

導
どう

の下
もと

、新
しんせん

鮮な海
うみ

の幸
さち

を手
て

に入
い

れることができました。

女
おながわ

川フィールドセンターでの夕
ゆう

食
しょく

では、尾
お

定
さだ

准
じゅん

教
きょう

授
じゅ

、菅
かん

野
の

助
じょ

教
きょう

をはじめとする木
き

島
じまけん

研究
きゅう

室
しつ

のメンバーと共
とも

に準
じゅん

備
び

し

た三
さんりく

陸の幸
さち

満
まんさい

載の料
りょう

理
り

を、皆
みな

で囲
かこ

みました。日
に

本
ほん

のお酒
さけ

に加
くわ

えて、いくつかの中
ちゅう

国
ごく

酒
しゅ

も交
こう

流
りゅう

の席
せき

に登
とう

場
じょう

し、それぞれ

の国
くに

のお酒
さけ

にまつわる話
はなし

を披
ひ

露
ろう

しながら、賑
にぎ

やかに交
こう

流
りゅう

の輪
わ

を広
ひろ

げることができました。

翌
よくじつ

日の施
し

設
せつけんがく

見学は、平
ひらつかせん

塚船長
ちょう

の操
そう

縦
じゅう

する「すいこう」での女
おながわわん

川湾のクルージングから始
はじ

まりました。当
とうじつ

日の海
うみ

は風
かぜ

もなく穏
おだ

やかで、留
りゅう

学
がくせい

生の皆
みな

さんも写
しゃしん

真を撮
と

り合
あ

うなどして、なかなか見
み

ることのできない海
うみ

からの三
さんりくかいがん

陸海岸の風
ふうけい

景

を楽
たの

しみました。その後
ご

は、スタッフの丁
ていねい

寧な解
かいせつ

説の下
もと

にフィールドセンターの見
けんがく

学をさせていただき、留
りゅう

学
がくせい

生にとっ

ても、また我
われわれ

々にとってもフィールドセンターの特
とく

徴
ちょう

や研
けん

究
きゅう

を知
し

るとても良
よ

い機
き

会
かい

となりました。

昼
ちゅう

食
しょく

後
ご

、充
じゅう

実
じつ

した内
ないよう

容の施
し

設
せつけんがく

見学に、皆
みな

、満
まんぞく

足した表
ひょう

情
じょう

でそれぞれの帰
き ろ

路につきました。今
こんかい

回の見
けんがくかい

学会では、女
おながわ

川

フィールドセンターのスタッフや学
がくせい

生の皆
みな

さんに大
たいへん

変お世
せ わ

話になりました。
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農
のうがくけん

学研究
きゅう

科
か

の留
りゅう

学
がくせい

生を対
たい

象
しょう

とした「施
し

設
せつけんがく

見学および

交
こう

流
りゅう

会
かい

」に参
さん

加
か

しました。女
おながわ

川の複
ふくごうせいたい

合生態フィールド

教
きょう

育
いくけん

研究
きゅう

センターを訪
おとず

れるのは私
わたし

も初
はじ

めてでした。仙
せん

台
だい

から仙
せんせきせん

石線に乗
の

り石
いしの

巻
まき

方
ほうめん

面へ向
む

かうのは 2回
かい

目
め

のこ

とですが、車
しゃそう

窓から見
み

える風
ふうけい

景が気
き

に入
い

っています。

松
まつしまわん

島湾の島
しまじま

々を眺
なが

めながら、海
うみ

に手
て

が届
とど

きそうなほど

海
かいがん

岸すれすれを列
れっしゃ

車が進
すす

んでいきます。

女
おながわ

川センターでは木
き

島
じませんせい

先生、尾
お

定
さだせんせい

先生、菅
かん

野
の

先
せんせい

生を

はじめ、研
けん

究
きゅう

室
しつ

の学
がくせい

生さんたちが、冬
ふゆ

の女
おながわ

川の味
あじ

を堪
たん

能
のう

させてくれました。なまこやあわび、ほたてやかき

などが、手
て

際
ぎわ

よくさばかれます。とても強
つよ

い中
ちゅう

国
ごく

酒
しゅ

な

ども差
さ

し入
い

れられ、熱
ねっ

気
き

むんむんの鍋
なべたいかい

大会です。たい

へんアットホームな研
けん

究
きゅう

室
しつ

の雰
ふん

囲
い き

気はとても印
いん

象
しょう

的
てき

でした。

翌
よくじつ

日は、調
ちょう

査
さ

実
じっ

習
しゅう

船
せん

「翠
すいこう

皓」に乗
じょう

船
せん

し、女
おながわわん

川湾をクルージング。農
のうがくけん

学研究
きゅう

科
か

の教
きょう

職
しょく

員
いん

であっても、なかなか体
たいけん

験で

きることではありません。1月
がつ

の寒
さむ

い朝
あさ

ではありましたが、船
ふね

などめったに乗
の

る機
き

会
かい

のない私
わたし

もたいへん興
こうふん

奮しました。

先
せんせいがた

生方をはじめ、女
おながわ

川の学
がくせい

生さんたちにはたいへんお世
せ わ

話になりました。参
さん

加
か

した留
りゅう

学
がくせい

生のみなさんも、思
おも

い出
で

に

残
のこ

る施
し

設
せつけんがく

見学・交
こう

流
りゅう

会
かい

になったのではないでしょうか。

資
し

源
げん

経
けいざいがくぶん

済学分野
や

　准
じゅん

教
きょう

授
じゅ

石
いし

井
い

　圭
けいいち

一

環
かん

境
きょう

適
てきおうせいぶつこうがくぶん

応生物工学分野
や

呉
ゴ

　暁
ギョウ

　嵐
ラン

1月
がつ

19日
にち

・2
は つ か

0日と 2
ふつかかん

日間にわたり、太
たいへいよう

平洋に面
めん

した女
おながわ

川の複
ふくごうせいたい

合生態フィールド教
きょう

育
いくけん

研究
きゅう

センターの見
けんがくりょこう

学旅行に参
さん

加
か

させていただきました。

見
けんがく

学の 1日
にち

目
め

は松
まつしますいぞくかん

島水族館とマリンパルの見
けんがく

学でした。木
き

島
じませんせい

先生と水
すいぞくかん

族館職
しょく

員
いん

の神
じんぐう

宮さんのおかげで水
すいぞくかん

族館の裏
うらがわ

側

も見
み

せていただき、アシカショーとかわいいペンギンは一
いちばん

番の思
おも

い出
で

になりました。夜
よる

は、先
せんせいがた

生方と学
がくせい

生たちみんな

の協
きょう

力
りょく

で美
お い

味しい鍋
なべ

パーティーを行
おこな

いました。私
わたし

は生
なま

のナマコと鮑
あわび

を食
た

べたことはありませんでしたが挑
ちょう

戦
せん

してみま

した。ちょっと硬
かた

かったのですがおいしかったです。皆
みな

で料
りょう

理
り

を食
た

べたり、学
がっこう

校のこと、日
に

本
ほん

と中
ちゅう

国
ごく

の文
ぶん

化
か

や習
しゅう

慣
かん

、

将
しょう

来
らい

の夢
ゆめ

などについていろいろコミュニケーションをとりしました。

そして、見
けんがく

学 2
ふ つ か め

日目、女
おながわわん

川湾で実
じっ

習
しゅう

船
せん

に乗
じょう

船
せん

させてもらいました。女
おながわ

川フィールドセンターが面
めん

する女
おながわわん

川湾は三
さんりく

陸

リアス式
しきかいがん

海岸の南
なんたん

端部
ぶ

である牡
お

鹿
しかはんとう

半島の基
き ぶ

部東
ひがし

側
がわ

に入
い

り組
く

んだ良
りょう

港
こう

であり、南
みなみ

から暖
だん

流
りゅう

である黒
くろしお

潮、北
きた

から寒
かん

流
りゅう

であ

る親
おやしお

潮が混
こんごう

合する複
ふくざつ

雑な海
かい

況
きょう

を呈
てい

し、きわめて豊
ゆた

かな生
せいさんせい

産性を持
も

つ世
せ

界
かいさんだい

三大漁
ぎょ

場
じょう

の一
ひと

つに数
かぞ

えられています。また、

海
かいがん

岸は岩
がん

礁
しょう

地
ち

帯
たい

がその殆
ほとん

どを占
し

め、暖
だん

流
りゅう

域
いき

および寒
かん

流
りゅう

域
いき

に生
せいそく

息する多
た

種
しゅ

多
た

様
よう

な海
かいさん

産植
しょく

物
ぶつ

（海
かいそうるい

藻類）や、海
かいめんどうぶつ

綿動物から

脊
せきついどうぶつ

椎動物までの全
すべ

ての動
どうぶつもん

物門の海
かいさんどうぶつ

産動物が生
せいそく

息しています。

女
おながわわん

川湾の冬
ふゆ

景
げ

色
しき

は、参
さん

加
か

した留
りゅう

学
がくせい

生、先
せんせい

生と職
しょく

員
いん

の皆
みな

さんの熱
ねつ

情
じょう

とともに、忘
わす

れ難
がた

く記
き

憶
おく

に残
のこ

したいと思
おも

うほど美
うつく

しいものでした。

松
まつしますいぞくかん

島水族館は歴
れき

史
し

のある水
すいぞくかん

族館だけに古
ふる

くて施
し

設
せつ

もよくないという固
こ

定
ていかんねん

観念がありましたが、内
ない

部
ぶ

に入
はい

っていろい

ろ見
けんぶつ

物してみると、扱
あつか

っている生
せいぶつ

物の数
かず

も多
おお

くさらに個
こ

人
じんてき

的に興
きょう

味
み

のある珍
めずら

しい動
どうぶつ

物などが泳
およ

いでおり、楽
たの

しくまた

勉
べん

強
きょう

にもなりました。また水
すいそう

槽の裏
うらがわ

側を見
けんがく

学し、TVでさえ見
み

たことのないイロワケイルカを自
じ

分
ぶん

の手
て

で触
さわ

ってみる

沿
えんがんせいぶつせいさん

岸生物生産システム学
がく

南
ナム

　阮
ウォン

　植
シク
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1月
がつ

19日
にち

から 2
は つ か

0日に、女
おながわ

川のフィールドサイエンスセンターの見
けんがく

学に行
い

きました。すごく、楽
たの

しかったです。最
さい

初
しょ

に松
まつしますいぞくかん

島水族館に行
い

き、そこで生
う

まれて初
はじ

めてイルカに触
さわ

りました。次
つぎ

に、マリンパルを見
けんがく

学しました。そこには、

私
わたし

の故
こ

郷
きょう

である中
ちゅう

国
ごく

の西
せいあん

安では見
み

ることのできない、いろいろな種
しゅるい

類の海
かいさんぶつ

産物があり、その日
ひ

の夕
ゆう

食
しょく

のための食
しょく

材
ざい

を

たくさん買
か

いました。その後
ご

フィールドサイエンスセンターで、鍋
なべ

を作
つく

ってみんなで食
た

べました。とてもおいしかっ

たです。翌
よくじつ

日、沿
えんがんせいぶつせいさん

岸生物生産システム学
がく

の研
けん

究
きゅう

室
しつ

へ見
けんがく

学に行
い

きました。そこで、アワビの養
よう

殖
しょく

方
ほうほう

法を学
まな

びました。ア

ワビはとてもゆっくり育
そだ

つので、アワビの研
けん

究
きゅう

はとても難
むずか

しいと思
おも

いました。

機
き

能
のうけいたいがくぶん

形態学分野
や

郭
ゴォ

　熠
イ

　洁
ジャェ

1月
がつ

19日
にち

と 2
は つ か

0日に、木
き

島
じま

教
きょう

授
じゅ

は私
わたし

たち留
りゅう

学
がくせい

生を女
おながわ

川の複
ふくごうせいたい

合生態フィールド教
きょう

育
いくけん

研究
きゅう

センターの見
けんがく

学に連
つ

れて行
い

っ

て下
くだ

さいました。教
きょう

務
む

係
がかり

の穴
あなざわ

澤さんと国
こくさいこう

際交流
りゅう

支
し

援
えんしつ

室の安
あ べ

倍さんも同
どうこう

行して下
くだ

さいました。

19日
にち

の 11時
じ

、地
ち か

下鉄
てつ

と電
でんしゃ

車を乗
の

り継
つ

ぎ松
まつしますいぞくかん

島水族館に到
とう

着
ちゃく

しました。この水
すいぞくかん

族館はあまり大
おお

きくないですが、動
どうぶつ

物

の数
かず

は 3,000以
い

上
じょう

にも達
たっ

します。各
かくしゅ

種のペンギンが池
いけ

の縁
ふち

に立
た

ったり泳
およ

いだりして幸
しあわ

せそうでした。カリフォルニア

アシカのショーはユーモアがありおもしろかったです。

午
ご ご

後、また電
でんしゃ

車で女
おながわ

川へ行
い

き、まずマリンパル女
おながわ

川を見
けんがく

学しました。おさかな市
いち

場
ば

でいろいろな新
しんせん

鮮な魚
ぎょかいるい

介類や水
すい

産
さん

加
か

工
こうひん

品を販
はんばい

売していました。一
いち

部
ぶ

の魚
さかな

や貝
かい

は一
いち

度
ど

も見
み

たことがありませんでした。夜
よる

の交
こう

流
りゅう

会
かい

もにぎやかで、うれ

しかったです。

翌
よくあさ

朝、翠
すいこう

晧に乗
じょう

船
せん

し、きれいな海
うみ

を見
み

ました。その後
ご

、木
き

島
じま

教
きょう

授
じゅ

と菅
かん

野
の

助
じょ

教
きょう

が複
ふくごうせいたい

合生態フィールド教
きょう

育
いくけん

研究
きゅう

センター

の研
けん

究
きゅう

施
し

設
せつ

及
およ

び研
けん

究
きゅう

内
ないよう

容を詳
くわ

しく紹
しょう

介
かい

してくださいました。

今
こんかい

回の見
けんがく

学はいい勉
べん

強
きょう

になりました。もし機
き

会
かい

があれば、また行
い

きたいと思
おも

います。

機
き

能
のうけいたいがくぶん

形態学分野
や

巣
チャオ

　国
ゴオ

　正
ゼン

植
しょく

物
ぶつ

遺
い

伝
でんいくしゅがくぶん

育種学分野
や

李
リ

　鋒
ホウ

2008年
ねん

1月
がつ

19日
にち

と 2
は つ か

0日、農
のうがくけん

学研究
きゅう

科
か

国
こくさいこう

際交流
りゅう

委
い

員
いんかい

会の周
しゅう

到
とう

なご準
じゅん

備
び

のおかげで、楽
たの

しく、面
おもしろ

白い施
し

設
せつけんがく

見学に行
い

か

せていただきました。19日
にち

は寒
さむ

くて路
ろ

面
めん

に厚
あつ

い積
せきせつ

雪がありましたが、参
さん

加
か

者
しゃ

の皆
みな

さんとお会
あ

いし、話
はな

しをして、温
あたた

か

い気
き も

持ちになりました。11時
じ

頃
ごろ

松
まつしますいぞくかん

島水族館に到
とう

着
ちゃく

し、水
すいぞくかん

族館のスタッフの皆
みな

さんが私
わたし

達
たち

を親
しんせつ

切に受
う

け入
い

れて下
くだ

さり、

海
かいようどうぶつ

洋動物の名
な

前
まえ

から飼
し

育
いくほうほう

方法まで、全
ぜんかん

館にわたり詳
くわ

しく案
あんない

内して下
くだ

さいました。松
まつしますいぞくかん

島水族館は 1927年
ねん

に開
かいせつ

設されて、

これまで、寒
さむ

い南
なん

極
きょく

から熱
ねったい

帯にかけてのたくさんの種
しゅるい

類の海
かいようどうぶつ

洋動物を育
そだ

てているそうです。それは大
たいへん

変なことで、豊
ほう

富
ふ

な知
ち

識
しき

と高
こう

度
ど

な飼
し

育
いく

技
ぎ

術
じゅつ

を備
そな

えていなければいけないことだと思
おも

います。午
ご ご

後 3時
じ

頃
ごろ

女
おながわ

川に到
とう

着
ちゃく

し、まず、女
おながわ

川の

新
しんせん

鮮な魚
ぎょかいるい

介類や水
すいさん

産加
か

工
こうひん

品の流
りゅう

通
つうはんばい

販売を目
もくてき

的とした、新
しんせん

鮮美
び み

味が実
じっかん

感できる物
ぶつ

流
りゅう

センターのマリンパル Iを、次
つぎ

にマ

リンパル IIを見
けんがく

学しました。マリンパル IIは魚
さかな

と海
かいよう

洋をテーマにした知
ち

の遊
ゆうえん

園地
ち

のようだと感
かん

じ、いろいろな驚
おどろ

き

と発
はっけん

見、夢
ゆめ

と好
こう

奇
き

心
しん

を広
ひろ

げました。夜
よる

、複
ふくごうせいたい

合生態フィールド教
きょう

育
いく

研
けん

究
きゅう

センターでとても楽
たの

しい鍋
なべ

パーティーをし、お

いしい海
かいせん

鮮料
りょう

理
り

を食
た

べました。これは私
わたし

にとって初
はじ

めてのことでした。私
わたし

がびっくりしたのは木
き

島
じませんせい

先生が中
ちゅう

国
ごく

の有
ゆうめい

名

なお酒
さけ

「茅
マオタイ

台」と「五
ウ

粮
リャン

液
イェ

」をご馳
ち

走
そう

して下
くだ

さったことです。これらのお酒
さけ

を飲
の

んで、みんなと面
おもしろ

白い話
はなし

をして、最
さい

ことができ、大
たいへんおもしろ

変面白い経
けいけん

験になりました。特
とく

に生
う

まれて初
はじ

めて見
み

たアシカショーは感
かんどう

動でした。

松
まつしますいぞくかん

島水族館の見
けんがく

学が終
お

わってフィールドセンターに向
む

かう途
と

中
ちゅう

にマリンパル女
おながわ

川を見
けんがく

学しました。マリンパルには

何
なんかい

回か行
い

ったことがありますが、今
こんかい

回はスタッフの方
かた

から、女
おながわ

川の漁
ぎょ

業
ぎょう

や歴
れき

史
し

などをいろいろと教
おし

えてもらい、あら

ためて面
おもしろ

白い体
たいけん

験ができました。夜
よる

は、他
た

の留
りゅう

学
がくせい

生のみなさんや先
せんせいがた

生方とお酒
さけ

を交
か

わしながら交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めることがで

き、とても楽
たの

しい貴
き

重
ちょう

な時
じ

間
かん

となりました。
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昨
さくねん

年の川
かわたび

渡フィールドセンターと鳴
なる

子
こ

温
おんせん

泉の旅
たび

に引
ひ

き続
つづ

き、今
こんねん

年度
ど

は女
おながわ

川フィールドセンターの施
し

設
せつけんがく

見学を国
こくさいこう

際交

流
りゅう

委
い

員
いんかい

会で企
き

画
かく

しました。女
おながわ

川フィールドセンターの教
きょう

職
しょく

員
いん

及
およ

び学
がくせい

生の皆
みな

さんの協
きょう

力
りょく

のもとに、留
りゅう

学
がくせい

生が 8名
めい

（雨
あまみや

宮

から 5名
めい

、女
おながわ

川から 3名
めい

）、国
こくさいこう

際交流
りゅう

委
い

員
いんかい

会メンバーが委
い

員
いん

長
ちょう

を含
ふく

めた 4名
めい

、そして職
しょく

員
いん

として私
わたし

と安
あ べ

倍さんの 2名
めい

の参
さん

加
か

で行
おこな

われました。出
しゅっ

発
ぱつ

時
じ

は雪
ゆき

が舞
ま

い散
ち

る寒
さむ

い朝
あさ

でしたが、両
りょう

日
じつ

とも天
てん

気
き

に恵
めぐ

まれ、とてもよい旅
りょこう

行日
び

和
より

でした。

初
しょにち

日は松
まつしますいぞくかん

島水族館の裏
うらがわ

側を職
しょく

員
いん

の方
かた

の案
あんない

内付
つ

きで見
けんがく

学しました。展
てん

示
じ

だけではなく、繁
はん

殖
しょく

、保
ほ ご

護も行
おこな

っており、い

つもとは違
ちが

う水
すいぞくかん

族館を見
み

ることができ、参
さん

加
か

者
しゃ

は皆
みな

興
きょう

味
み

津
しんしん

々で話
はなし

を伺
うかが

っていました。夜
よる

の懇
こんしんかい

親会ではマリンパル女
おながわ

川

の市
いち

場
ば

で購
こう

入
にゅう

した魚
ぎょかいるい

介類を木
き

島
じませんせい

先生、菅
かん

野
の

先
せんせい

生、学
がくせい

生さん達
たち

に手
て

際
ぎわ

よく調
ちょう

理
り

していただき、おいしく頂
いただ

きました。

2
ふ つ か め

日目は翠
すいこう

皓の乗
じょう

船
せん

に女
おながわ

川フィールドセンターの施
し

設
せつけんがく

見学と 2
ふつかかん

日間とも盛
も

りだくさんの内
ないよう

容で、留
りゅう

学
がくせい

生はもちろん

のこと、私
わたし

たち職
しょく

員
いん

も仕
し

事
ごと

を忘
わす

れ楽
たの

しませていただきました。

最
さい

後
ご

に木
き

島
じませんせい

先生を筆
ひっとう

頭に女
おながわ

川フィールドセンターの教
きょう

職
しょく

員
いん

及
およ

び学
がくせい

生の皆
みな

さんのご協
きょう

力
りょく

のお陰
かげ

で、楽
たの

しく施
し

設
せつけんがく

見学を

終
お

えることができました。皆
みな

さんお忙
いそが

しところご協
きょう

力
りょく

いただき本
ほんとう

当にありがとうございました。

教
きょう

務
む

係
がかり

穴
あなざわ

澤　里
り か

佳

昨
さくねん

年の川
かわたび

渡フィールドセンター見
けんがく

学に続
つづ

き、今
こ

年
とし

は女
おながわ

川にあるフィールドセンター見
けんがく

学に同
どうこう

行さ

せていただきました。

1日
にち

目
め

はまず、松
まつしまずいそくかん

島水族館を見
けんがく

学。職
しょく

員
いん

の神
じんぐう

宮

さん・澤
さわ

木
き

さんに館
かんない

内を案
あんない

内・説
せつめい

明していただき

ながら、通
つう

常
じょう

はなかなか見
けんがく

学することのできない

水
すいぞくかん

族館の裏
うらかた

方も見
み

せていただいたり、人
にんげん

間の心
こころ

を

癒
いや

す効
こう

果
か

があると言
い

われるイルカに直
じか

に触
ふ

れるこ

とができました。午
ご ご

後、女
おながわ

川に到
とう

着
ちゃく

し、マリンパ

ル女
おながわない

川内の市
いち

場
ば

で新
しんせん

鮮な海
かいさんぶつ

産物を間
ま

近
ぢか

に見
み

たり、

同
おな

じくマリンパル内
ない

の博
はくぶつかん

物館では、漁
ぎょ

具
ぐ

等
など

の説
せつめい

明

に熱
ねっしん

心に耳
みみ

を傾
かたむ

け、またカツオの一
いっぽん

本釣
つ

り体
たいけん

験に

代
か

わる代
が

わる挑
ちょう

戦
せん

するなど、留
りゅう

学
がくせい

生の皆
みな

さんは興
きょう

味
み

がつきない様
よう

子
す

でした。

2
ふつか

日目
め

は実
じっ

習
しゅう

船
せん

「翠
すいこう

皓」での女
おながわわん

川湾クルージングから開
かい

始
し

です。その後
ご

はセンター内
ない

の研
けん

究
きゅう

施
し

設
せつ

や研
けん

究
きゅう

内
ないよう

容の説
せつめい

明

をしていただき、充
じゅう

実
じつ

した見
けんがくりょこう

学旅行となりました。

参
さん

加
か

した留
りゅう

学
がくせい

生の皆
みな

さんがとても楽
たの

しそうなお顔
かお

をしていたことも大
たいへん

変印
いん

象
しょう

に残
のこ

っています。その様
よう

子
す

を見
み

て、私
わたし

もなおのこと幸
しあわ

せな気
き も

持ちになり、日
に

本
ほん

で楽
たの

しい思
おも

い出
で

をたくさん作
つく

りこの笑
え

顔
がお

のまま充
じゅう

実
じつ

した留
りゅう

学
がくせいかつ

生活を送
おく

って欲
ほ

しいと思
おも

いました。

お世
せ わ

話をしていただいた先
せんせいがた

生方、フィールドセンターの職
しょく

員
いん

および学
がくせい

生の皆
みなさま

様に心
こころ

より感
かんしゃ

謝しております。ありが

とうございました。

国
こくさいこう

際交流
りゅう

支
し

援
えんしつ

室

安
あ べ

倍　愛
あい

子
こ

高
こう

だと感
かん

じました。次
つぎ

の日
ひ

、翠
すいこう

晧に乗
じょう

船
せん

しました。日
に

本
ほん

はさすがに「環
かん

境
きょう

保
ほ ご

護大
たいこく

国」と呼
よ

ばれているだけあり、海
かいすい

水

は澄
す

み、景
け

色
しき

はきれいで、とても気
き も

持ちが良
よ

かったです。最
さい

後
ご

に、複
ふくごうせいたい

合生態フィールド教
きょう

育
いくけん

研究
きゅう

センターの研
けん

究
きゅう

施
し

設
せつ

と研
けん

究
きゅう

内
ないよう

容を紹
しょう

介
かい

していただき、いろいろ知
ち

識
しき

を広
ひろ

げました。

この二
ふつかかん

日間の見
けんがく

学に参
さん

加
か

して良
よ

かったと思
おも

っています。農
のうがくけん

学研究
きゅう

科
か

国
こくさいこう

際交流
りゅう

委
い

員
いんかい

会の先
せんせいがた

生方と複
ふくごうせいたい

合生態フィールド

教
きょう

育
いくけん

研究
きゅう

センターの皆
みなさま

様、ありがとうございました。


